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気がつけば世界は驚きに満ちている！ 

 

 

『子供の命と権利』が守られる世界をめざして 

佐賀支部 江島 きよ子 

 

 

ブルキナファソ視察 

（ユニセフ school for Africa）  

 

 

小学校での出前授業 

 

 

これまでの教員生活では、色々な職場で仕事をさせて

いただきました。新しい仕事に出合う度に新しい発見が

積み重なっていったことを懐かしく思い出します。 

 現在は町教委の仕事に就き余裕がなくなりましたが、

ほんの１年前までは、地元太良町の文化連盟の事務局

長を務めながら、染色部の活動を楽しんでいました。 

 部長に「気合いを入れてやりなさい！」とハッパをかけ

られ、昨年６月の佐賀県美術協会展に、太良町のみか

んの花をモチーフに「みかんの花咲く頃」と題して、タペ

ストリーを出品しました。結果、稚拙ながら佐賀県知事

賞をいただき、「えー！」と柄にもなく、子供のように心臓

がどきどきしたことを思い出します。 

 人生１００年時代。年甲斐もなく、「まだまだ何が起こる

か分からないなぁ･･」と今を楽しみながら生活していま

す。これからもよろしくお願い致します。 

佐賀県ユニセフ協会の事務局長を

して８年になります。今、世界では、紛

争・気候変動・貧困・格差・暴力・メンタ

ルヘルス問題などで、多くの子供の命

や権利が脅かされています。紛争地域

に住む子供の数は４億７０００万人。未

来の礎となる教育を受けられず、学校

に通うことができない状況の子供の数

は２億５０００万人。 

 そんな子供たちの支援のために、ま

ずは『知ること』から支援の輪を広げて

います。佐賀の地域を拠点に「世界の

子供たちとユニセフ」の広報活動（出

前授業・講話・イベント）を年間５０回ほ

ど行い、支援物資を送るための募金活

動も企業、団体、学校、中・高・大学生

などの協力を得て実施しています。 

 これからも支援者の皆さんとのつな

がりを大切にしながら、“子供たちの未

来が明るくなること”を祈念して活動を

続けていきたいと思います。 

藤津支部  岡 陽子 

 

 

「みかんの花咲く頃」作品の一部 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 佐賀市支部  荒谷 博幸 

小城市支部 

  吉田 安之 

仕事を辞めて１０年を越えました。その間、地域の自治会副会長

を務めていましたが辞めて、趣味の料理、畑、山登りに時間を費や

しています。特に、山登りは、金立の登山会で毎週金立山に登り、

毎週土曜日は気のあう仲間と山に行っています。主に、北部九州

が多いですが、 九州南部や屋久島、中国四国地方の山に行くこと

もあります。それ以外に、夏から秋にかけて、 日本各地の山にも

登ります。 北海道の山から、少しずつ南部の山に行き、 現在は長

野県の山まで来ました。 昨年は、長野の北部の妙高山、飯縄山

（飯綱山）、浅間山、四阿山に行きました。 八ヶ岳の予定もありまし

たが、仲間が怪我で今年に延期。 

海外にも行きます。 私はネパールのアンナプルナとカナダの山

に行きました。ペルーのアンデスの山々の計画がありましたが、コ

ロナで中止になり、現在は円安で行けなく、困っています。 
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退職後６３歳の時に現在住んでいる約１８０世帯あ

る地区の役員にという声がかかりました。自分が生

まれ育ちお世話になってきた地区、いつかは恩返し

をと考えていたので引き受けることにしました。まず

は区長補佐と氏神神社の宮総代です。その後、区長

に就任し地区内の様々な行事を執り行ってきました。

特に、コロナ禍で規模を縮小していた地区の須賀神

社神事である奉納浮立を従来の形に復活させまし

た。地区のお年寄から、「久々に子供たちの掛け声

や踊りで元気が出た！」という声が届き、やってよか

ったなと思いました。  

令和７年３月で区長職は交代しますが、地区役員

会に相談役として残るとともに、民生・児童委員とし

ても地域への恩返しがまだまだ続きます。 

武雄市支部  平山 又一 

定年後６５歳から還暦野球チーム「武雄ファイターズ」に

加入し、４月から１１月まで練習や試合に頑張っています。

５８歳から８３歳までの３３名が登録していますが、皆さん

仕事や体の状況に応じて好プレーや珍プレーを楽しんで

います。令和３年から６年までの４年間は県選手権を制覇

し、令和４年と５年は市民の皆さんの応援を受けて県代表

として全国ねんりんピックに出場しました。 

他には、神村学園武雄校舎の非常勤講師、ボランティ

ア数学塾（又一塾）をやっています。 

塾の方は退職２年目に近所の中学生１名から始めまし

たが、現在中高生合わせて２１名が勉強しています。  

現在７０歳、体と頭が弱らないようにもう少しはこのまま

続けて行きたいと思っています。 

久々の野球、楽しんでいます 

 

地域へ恩返し 
 

これからも日常の生活の中で楽しい話題などを 200字～300字程度でどうぞ気軽にご投稿ください。 

私の今 

 

 

（投稿は、ハガキ・封書・メールなどでお願いします。） 
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